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1. はじめに 

 2016年熊本地震によって阿蘇カルデラを流域とする一級河川白川の上流域では阿蘇大橋付近で発生した大規模な斜

面崩壊（約50万㎥）を初めとして，各所で土砂崩れが発生し，河道内に多量の土砂が流入した．特に6月の梅雨前線豪雨

により立野地区では土砂や流木の流出が発生した．河口域のアサリ漁場では泥土が堆積してアサリが窒息死する被害も

確認された．本研究では2016年熊本地震によって白川においてどの程度の土砂量が流下したのかを明らかにし，その土

砂量を地震発生前と比較した． 

 

2. 研究方法 

出水時における懸濁物質熊本県熊本市の白川 15.8km 地点の竜神橋において平成 28 年 6 月 17 日から平成 28

年 11 月 24 日まで濁度を連続観測した．さらに上流の黒川車帰橋においても連続的に濁度を測定した．平成 28

年 6 月 21 日，7 月 13 日の洪水時には 15.8 ㎞地点の竜神橋において連続的に採水を行った．得られたサンプル

はレーザー粒度分析と SS 濃度の分析を行った．地震発生以前の懸濁物質の負荷量については，九州地方整備局

の HP に 掲 載 さ れ て い る 2001 年 か ら 2013 年 ま で の 有 明 海 流 入 河 川 の 洪 水 時 の デ ー タ

（http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/suisitu/index.html）のうち白川代継橋の測定データを用いた． 

 

 

図１ 濁度・SS観測地点（濁度計測地点：竜神橋，車帰橋，SS濃度計測地点：代継橋（2001年～2013年），竜神

橋（2016年）） 
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3. 研究結果 

平成 28 年 6 月 19 日から 21 日にかけて阿蘇山で 622 ㎜を記録する降雨があり，白川代継橋では推定 1300m3/s

のピーク流量を記録した．洪水時に採水を行った結果，SS濃度はピークで 56000mg/Lを記録した．採水結果から

流量 Qと懸濁物質負荷 Lの回帰曲線（L-Q曲線）を作成した．平成 28年 7月 13日～14日にかけて出水があった

が，このときは濁度計で SS濃度が計測可能であった．平成 28年 6月と 7月の出水時の L-Q式を比較した結果，

平成 28 年 6 月の出水時の L-Q 式は 2013 年以前と比較しすると平成 28 年 6 月の出水の L-Q 式は同じ流量に対し

て 41倍高い負荷量であった．平成 28年 6月 17日から 11月 24日まで累計約 172万 tの SS負荷の流出があった

（図-3）が，その約 69%の土砂が 6月 22日までに流出したことがわかった． 

本研究の SS 負荷流出量を平成 13 年度の SS 負荷流出量と比較すると，ピーク流量は平成 28 年と同程度の

1100m3/s であったが，SS の最高濃度は 4530 mg/L (国土交通省九州地方整備局)であり，平成 28 年 6 月出水の

1/10倍程度の濃度であった．SS流出負荷量は平成 13年 5月 10日～平成 14年 5月 10日の通年でも 10.2万 t1)で

あり，平成 28年の懸濁物質流出負荷量は平成 13年度の 10倍以上であった．熊本地震に伴い発生した土砂崩れに

より膨大な量の流域の表層土壌が出水に伴い白川の河道を流下したことが明らかになった． 

 

 

図-2 白川における SSに関する L-Q式    図-3 2016年における白川の SS累積負荷量 

 

4. 結論

2016年熊本地震により流出したSS流出負荷量は地震発生前の10倍以上であり，熊本地震に伴い発生した上流域

の土砂崩れにより膨大な量の流域の表層土壌が出水に伴い白川の河道を流下したことが明らかになった． 
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